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ＡＳＩＡ

ＣＨＩＮＡ
イトーヨーカ堂の中国取引先改善会議（中国・青島会場）

自動車用樹脂内装部品。消費
地で生産し競争力を高める
（森六テクノロジー）

曙ブレーキのインドネシア第１工場

　

□６月 日（月）　□
　

■日立造船、インド参入
ゴミ焼却発電／設計から建設を一貫

　

　日立造船は、主力のゴミ焼却発電プラ
ントでインドに参入する。現地ゴミ処理
業者や関連メーカーが集積するハイデラ
バードに拠点を新設。現地のコストに合
わせた設計 調達 建設を展開。（１面）
　

■タイ・インドネシアに進出　
森六テクノ／車用内外装樹脂部品

　

　森六テクノロジーは、自動車用内外装
の樹脂部品生産でタイとインドネシアに
進出する。 月に年産 万台規模でタイ
工場を稼働させ、 年半ばにインドネ
シアで生産を始める。 （７面）
　

■タイに第２製造拠点　
テイ・エステック／自動車用シート

　

　テイ・エステックは、 年度からの
次期中期経営計画中をめどに、タイに自
動車用シートの第２製造拠点を設置する
検討を始めた。生産能力は既存拠点と同
規模の年 万台分を想定。 （７面）
　

■２輪車用ステッカー工場
インドに新設／日本カーバイド

　

　日本カーバイド工業は、インドのハリ
アナ州に２輪車向け装飾ステッカー工場
を新設する。東南アジア４拠点目。現地
ではブランドのロゴなど華美なデザイン

のステッカーを貼ることが多い （ 面
　

■カンボジア工業団地の営業代行
住商／日系企業向け

　

　住友商事は、カンボジアで運営中の工
業団地（プノンペンＳＥＺ）と日本企業
向けの販売で業務提携する。住商が日系
企業への営業活動を代行する。カンボジ
アは日系製造業の進出が加速。（ 面）
　

□６月 日（火）　□
　

■ミキサー車、マレーシアで拡販
極東開発／現地社に出資

　

　極東開発工業は、マレーシアの特装車
販売会社、トランセンデントヘビーマシ
ナリーに８月をめどに資本参加する。極
東開発製コンクリートミキサー車をマレ
ーシアやシンガポールで拡販。（１面）
　

■ソフト 、ミャンマー参入
ワックス／インドは代理店と交渉

　

　ソフト コーポレーションは、ワック
スやコーティング剤などのカー用品の販
売で、ミャンマーとブラジルに参入し
た。インド、インドネシアでも販売代理
店候補の現地企業と交渉。 （５面）
　

■台湾・タイソル電子と提携
丸三電機／ヒートシンク３割安く

　

　丸三電機は、台湾のタイソル電子と業
務提携し、国内でヒートパイプ（熱交換
機）を埋設した産業用ハンダ付けヒート
シンク市場に参入する。市場平均から３
割以上安い価格で提供する。 （９面）
　

■シャープ、国内向けも協業
スマホ／台湾・鴻海と欧米も視野

　

　シャープは、台湾・鴻海精密工業と国
内市場向けのスマートフォンの開発・生
産などで協業する。中国向けは 年か
ら実施、欧州や米国向けでも協議中。世
界規模で連携を深める。 （９面）
　

■有機ＥＬ用の青色発光材を倍増
保土谷化学／韓国子会社・ＳＦＣ

　

　保土谷化学工業の韓国子会社・ＳＦＣ
は、年内めどに有機ＥＬ用の青色発光材
料の生産能力を倍増する。現地家電企業
が有機ＥＬテレビを秋に投入。ＳＦＣは
青色の蛍光発光材でほぼ独占。（ 面）

　

■セコム、インドに総合病院
豊田通商・現地財閥と合弁

　

　セコムと豊田通商は、インド南部のベ
ンガルール市に総合病院を 年４月開
設する。現地財閥のキルロスカグループ
と３社合弁で設立した総合病院運営会社
が運営する。 （ 面）
　

□６月 日（水）　□
　

■インド国営鉱山株を売却
億 万 調達

　

　インド財務省高官は、政府が －
会計年度に国営鉱山会社ＮＭＤＣの株式
売却で、 億 万 の資金調達の計画
を明らかにした。国営のバーラト重電機
公社株なども売却する。（時事 面）
　

■鉄道でバイオトイレ実証
ベトナム／長大が設置

　

　長大は、ベトナムでバイオトイレの実
証実験に乗り出す。現地の衛生や水質環
境の改善に役立てる。 年度中にも複
数のバイオトイレを現地の鉄道車両に設
置する。 （ 面）
　

■ファミマ、韓国は「ＣＵ」に
「 」は付記

　

　ファミリーマートは、韓国の店名を現
在の「ファミリーマート」から「ＣＵ」
ブランドに、夏をめどに切り替える。看
板には「 」を付記。韓
国で 店を超えトップ。 （ 面）
　

□６月 日（木）　□
　

■医療機器、ベトナムで量産
オリンパス／アジア・中国安定供給

　

　オリンパスは、ベトナム工場で内視鏡
下外科手術に使う処置具を量産する。ベ
トナム工場はデジカメ部品生産が主体だ
が、医療機器市場が拡大する中国・アジ
ア地域向けに安定供給体制。 （１面）
　

■過熱・２輪車商戦に冷や水
インドネシアでローン規制

　

　インドネシアで車のローン規制が厳格
化され、販売が鈍化。日系部品メーカー
各社は２輪車用部品の増産計画で見直し

を迫られそうだ。 年の２輪車販売は
３割減の 万台の見通し。 （５面）
　

■西尾レント、ベトナムに参入
建機レンタル／ 年ぶり

　

　西尾レントオールは、建設機械レンタ
ル事業でベトナムに参入した。ハノイ市
に建機レンタルの現地法人を設立、営業
を始めた。アジアに建機レンタルの子会
社を設立するのは 年ぶり。 （６面）
　

■炭素繊維でインド社と提携
東邦テナックス／車・風力発電向け

　

　東邦テナックスは、炭素繊維事業でイ
ンドのテキスタイル会社ヒンドゥスタン
・テクニカル・ファブリクスと包括提
携。ＨＴＦが織物にして販売する。自動
車や風力発電向け。 （ 面）
　

■双日、エビを養殖・加工
インドネシア／年

　

　双日は、インドネシアでエビの養殖・
加工事業に参入する。現地・サビンドと
の合弁会社を設立。養殖池、ふ化場、冷
凍加工工場を配備。ブラックタイガーを
年間 を出荷する。 （ 面）
　

■日本ＡＴＭ、ミャンマー進出
現地の金融機関開拓／通信大手と連携

　

　日本ＡＴＭは、日本の通信大手と共同
でミャンマーに 年をめどに進出す
る。現地の金融機関にＡＴＭシステムの
開発や個人顧客向け営業コンサルティン
グを展開する。 （ 面）
　

■タイで中小の現法設立支援
ＴＥＫＮＩＡ／事務所から工場まで

　

　ＴＥＫＮＩＡは、日系中小企業にタイ
で現地法人の設立支援を始めた。現地コ
ンサルティングと合弁会社を設立。工場

設備製造の にも資本参加。事務
所紹介から工場立ち上げまで。（ 面）
　

□６月 日（金）　□
　

■修士号取得で 大学が連携
日本・ＡＳＥＡＮ／ＪＩＣＡ支援

　

　国際協力機構は、 年３月― 年３
月の間に、ＡＳＥＡＮの工科系 大学と
日本の 大学の修士課程で、単位を相互
交換して二つの大学から修士号を取得で
きる制度の構築を支援する。 （１面）
　

■台湾でスマホ工具を増産
旭ダイヤ／新工場を建設

　

　旭ダイヤモンド工業は、スマートフォ
ンのカバーガラスを面取り加工するダイ
ヤモンド工具の生産能力を倍増する。工
具の生産拠点がある台湾で新工場を
年１月末をめどに稼働する。 （１面）
　

■「焼肉のたれ」東南ア進出
エバラ食品／現地の味も

　

　エバラ食品工業は、タイやインドネシ
アなど東南アジア地域に 年までに進
出する。「黄金の味」「焼肉のたれ」ブ
ランドを展開する。国内での定番ととも
に現地の味覚に合った商品も。（１面）
　

■日本電産、ベトナムに新工場
携帯電話振動モーター／月 万台

　

　日本電産は、子会社の日本電産セイミ
ツがベトナム・ホーチミン市に携帯電話
用振動モーターの工場を建設する。生産
能力は月 万台。現在は中国とインド
ネシアで生産。 （３面）
　

■富士物流、マレーシアに倉庫
北部の工業団地

　

　富士物流は、マレーシア北部の工業団
地クリムハイテクパークに新倉庫「クリ
ムロジスティクスセンター」を開設し
た。親会社の三菱倉庫の協力を得て、海
外では初の自社倉庫。 （ 面）
　

■ＦＲＰ製油田用管、印社に提供
ムンバイ湾／ＮＢＬ研究所

　

　ＮＢＬ研究所は、インドの石油・天然
ガス公社（ＯＮＧＣ）に施工試験用の繊
維強化プラスチック（ＦＲＰ）製油田用
管を提供する。ムンバイ湾の 油井

に使われる３本分。 （ 面）
　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　国づくりに貢献
　住友商事はベトナムに
鉄鋼建材の合弁会社を設
立し、開所式を行った。
専務執行役員の冨樫和久
さんは「拡大・高度化す

る鉄鋼建材需要に応え、ベトナムの国づ
くりに大きく貢献することを誓う」と力
を込める。「鉄鋼建材でも大きな潜在需
要がある」と自信。 （ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　シンガポールにチャンス

　「主力のガス検知警報
機器の販売は半導体業界
向けで競争が激しく、厳
しい状況だ。新興国など
海外向けを伸ばしていき

たい」と話すのは、理研計器社長の岩沢
忠さん。「シンガポールでは船舶向けガ
ス検知警報機器の案件が多く商機があ
る」とみている。 （ 日 ９面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　特効薬は

　「日本でも税制度によ
る創薬サポートが必要
だ」と訴える日本製薬工
業協会会長の手代木功さ
ん 塩野義製薬社長 。真

っ先に求めるのが研究開発費の税額控除
制度の維持と拡充だ。「日本はアジア一
の新薬創出力があるのに、新興国に追い
つかれる と懸念を示す （ 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　復旧・移転の２層需要

　「今期はタイに期待し
ている」と、大気社社長
の上西栄太郎さんは一層
の需要増に期待を込め
る。洪水被害に伴う復旧

工事対応のほか、企業の中には工場を高
台へ移す動きも出ているのが理由で、
「移転計画の案件が復旧工事に上乗せさ
れる」と分析する。 （ 日 ７面）

中国で増産する汎用コン
プレッサー（ＩＨＩ）

農業ハウス用高級外張り
フィルム（三菱樹脂）

　

□６月 日（月）　□
　

■中国専用の高級セダン用タイヤ
東洋ゴム／初の戦略商品

　

　東洋ゴム工業は、中国専用の中・高級
セダン用タイヤ「プロクセスＣ 」を
８月に発売する。日本から輸出する高級
タイヤに次ぐグレード。同社初の中国に
特化した戦略商品。 （７面）
　

■旋盤、中国で組み立て
富士機械製造／一貫生産も検討

　

　富士機械製造は、 年から、昆山市
でＣＮＣ旋盤の一部機種を組み立てる。
新興国市場向け。基幹部品や鋳物部品な
どは日本から送る。将来は一貫生産を検
討する。 （８面）
　

□６月 日（火）　□
　

■汎用エンジン・発電機の販社
富士重工・豊田通商

　

　富士重工業は、豊田通商と組み、中国
に汎用エンジン・発電機などの産業機器
製品の販売会社を９月設立する。中国の
商流を一元化、販売・サポート体制を拡
充 製品ラインアップも増やす （７面）
　

■上海に研究開発部門を集約
タムラ製作所／中国向け汎用製品

　

　タムラ製作所は、中国における電子部
品の研究開発部門を上海市に集約する。
中国向け汎用製品の設計を行う拠点を新
たに設立。上海Ｒ＆Ｄセンターの分室と

して位置づける。 （９面）
　

■モンゴル炭、日中で拡販
双日／資源権益から販売を視野

　

　双日は、中国内モンゴル自治区の資源
事業会社・中蒙煤炭に出資する。モンゴ
ル炭の中国市場での拡販、日本など向け
の貿易拡大を進める。将来は資源権益か
ら販売までを視野に。 （ 面）
　

□６月 日（水）　□
　

■トヨタ、中国に２新工場
広州・天津／現地年産 万台

　

　トヨタ自動車は、広州市と天津市に車
両新工場を 年をめどに建設する検討
に入った。ともに年産能力は最大 万
台。新興国向け戦略小型車。中国の年産
能力は４割増の 万台。 （１面）
　

■ウナギ、日中で研究
ニホンウナギ／生態把握・資源保護

　

　水産庁は、上海でのウナギに関する初
の日中協議で、資源保護・管理の重要性
を相互に認識するとともに、両国での調
査・研究で一致。ニホンウナギの生態把
握、放流や養殖の実情を探る。（２面）
　

■ＩＨＩ、中国で内製化
ターボチャージャー主要部品

　

　ＩＨＩは、中国で自動車のエンジン出
力を高めるターボチャージャーの主要部
品を内製化を検討。タービンホイールや
コンプレッサーホイールなど。現在は日
本やタイで生産し供給。 （７面）
　

■取扱説明書、中国規格に対応
大興／作成支援サービス

　

　大興は、中国の品質などの規格・ＧＢ

規格（国家標準）に沿った取扱説明書な
どの作成支援サービスを始めた。保証
書、安全ラベルなどの技術ドキュメント
の作成支援など。 （８面）
　

■中国子会社の清算を中止
レシップＨＤ

　

　レシップホールディングスは、中国で
変圧器の委託生産を管理する全額出資会
社「来希普 上海 電機」の清算を取りや
める。７月に増資、上海平野塑料模具
上海市 に割り当てる。 （ 面）

　

■インテック、大連に現法
日系システム運用受託

　

　インテックは、大連に現地法人を設立
した。現地進出する日系企業のＩＴシス
テムの保守・運用業務を受託するのが狙
い。システム構築（ＳＩ）サービスも提
供する。 （ 面）
　

■カネカ、発泡包装材を増産
年 ／車・スマホ部品向け

　

　カネカは、広東省佛山市に包装材料の
発泡ポリオレフィンビーズの工場を建設
する生産能力は年 。中国２カ所
目。自動車用部品やスマートフォン部品
向け拡大。 （ 面）
　

■犬用栄養補助食品を発売
ファルマ

　

　 ファルマは犬用栄養補助
食品「プレビオＱタブレット」を中国市
場に投入する。中国では富裕層を中心に
ペットを飼う人が増えている。早ければ
年内にも発売。 （ 面）
　

■ 美肌づくり で日本ツアー
ＪＴＢ・資生堂／ － 代女性

　

　ＪＴＢグローバルマーケティング＆ト
ラベルなどは、中国人富裕層向けに、美
容プログラムを組み込んだ訪日旅行プラ

ンを資生堂と共同企画。 代後半から
代女性に 美肌づくり に特化。（ 面）
　

■農業ハウス用高級フィルム生産
三菱樹脂／無錫に新工場

　

　三菱樹脂は、無錫市に農業ハウス用高
級外張りフィルム工場を新設し、 年
夏に稼働する。耐久期間が３―５年と長
いのが特徴。韓国やベトナムなどにも輸
出を計画する。 （ 面）

　

□６月 日（木）　□
　

■富士ケミカル、上海に現法
多孔質スポンジブラシ／日系向け

　

　富士ケミカルは、中国で営業強化する
ため現地法人を上海市に設立した。初の
海外販売拠点。主力の多孔質スポンジブ
ラシ、抗菌剤などを拡販。当面は現地の
日系メーカー向けに売り込む。（ 面）
　

□６月 日（金）　□
　

■タイガースポリマー、杭州増強
車部品・掃除機用ホース／５割

　

　タイガースポリマーは、中国生産子会
社の杭州タイガースポリマーを 月に拡
張、自動車部品と掃除機用ホースの生産
能力を各約５割高める。広州工場を拡張
したが生産がひっ迫していた。（ 面）
　

■ＩＨＩ、中国７割増産
コンプレッサー／年 台

　

　ＩＨＩは、中国で汎用コンプレッサー
の生産能力を７割増の年 台に 年
度をめどに増強する。中国経済は減速し
ているが、工場設備などに広く利用され
る圧縮機需要は拡大している。（６面）
　

■茨城―上海、定期便に
格安航空・春秋航空／週６便

　

　中国の格安航空・春秋航空は、茨城―
上海線を定期運航する。週６便のチャー
ター便が定期便になり、３カ月ごとの国
土交通省への申請手続きが省け、先々ま
での座席提供ができる。 （ 面）
　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　至難の業
　 中国で手動変速機 Ｍ
Ｔ）の合弁生産ができな
いか検討したい」と丸紅
オートモーティブ社長の
平松雅之さん。中国の小

型車は大半がＭＴだが「中国製は品質が
良くない 中国でつくるとコストは日本
の３分の１。「中国の材料で日本の性能
を出すのは至難の業 （ 日 ７面）

　　 ２０１２年 平成２４年 ６月２５日 月曜日 　　 （ ）


